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科目番号：AE14E13/23 

科 目 名：日本語・日本文化国際研修 I/II 

担当教員：澤田浩子 

成績評価方法： ① 現地で行うプレゼンテーションの実施状況 40% 

② 文化交流活動等の実施状況 30% 

③ 青少年文化センターにおける日本語教育実践の実施状況 30% 

成績評価基準： 

【評価方法】 

 A+（90点以上） A（80～89点） B（70～79点） C（60～69点） D（60点未満） 

①プレゼンテ

ーション 

(40%) 

十分な情報収集をした

上で、構成・媒体の両面

において十分に工夫さ

れた伝達ができ、聴衆

とのインタラクション

が構築できている。 

十分な情報収集をした

上で、構成・媒体の両面

において十分に工夫さ

れた伝達ができてい

る。 

必要な情報収集をした

上で、構成・媒体の両面

において工夫された伝

達ができている。 

一定の情報収集は

できているが、構

成・媒体において

工夫が十分でな

い。 

十分な情報収集が

できておらず、ま

た構成・媒体にお

いても工夫が見ら

れない。 

②文化交流活

動等 

(30%) 

現地学生との交流活動

に主体的に参与した上

で、新たな問題意識を

発見し、洞察すること

ができている。 

現地学生との交流活動

に主体的に参与した上

で、新たな問題意識の

発見ができている。 

現地学生との交流活動

に主体的に参与した上

で、自身の関心を広げ

ることができている。 

現地学生との交流

活動に主体的に参

与できている。 

現地学生との交流

活動に主体的に参

与できていない。 

③日本語教育

実践 

(30%) 

学習者のニーズやレデ

ィネスを想定して、自

ら多様な日本語活動を

提案・準備し、実施時に

も、状況に応じて適正

化しながら実践するこ

とができている。 

学習者のニーズやレデ

ィネスを想定して、自

ら多様な日本語活動を

提案・準備し、実践する

ことができている。 

学習者のニーズやレデ

ィネスを想定して、自

ら日本語活動を提案・

準備し、実践すること

ができている。 

日本語活動の準

備・実践に主体的

に参与できてい

る。 

日本語活動の準

備・実践に主体的

に参与できていな

い。 

 


